














学 位 の 種 類 博士（法学） 
学 位 記 番 号 法博第１２３号 
学位授与年月日 平成２８年３月２５日 
学位授与の要件 学位規則第４条第１項該当 




論文審査委員 （主査） 教 授 嵩 さやか 




















































































































































- 5 - 
 
による正当化の可能性については慎重な姿勢も見せている。 
また、「貢献に基づく権利」を主張した論者自身も明確には答えてない「貢献に基づく権利」論
自体の規範的根拠についても意欲的に論じている点は評価すべきであろう。本論文は憲法上の明
文の根拠規定は必ずしも見つからないものの、社会保険において保険料等の貢献が権利を基礎づ
けてきたという事実にも着目し、規範の根拠を憲法だけでない幅広い視点から模索する。もっと
も、本論文では「貢献に基づく権利」の規範的根拠についての明快な答えを導くにまでは至って
いないが、これは一概に1つの答えにたどり着けるものとも思えないため本論文の意義を損ねるも
のとは思えない。本論文は、女性の老後の所得保障という具体的な仕組みに当てはめることで、
新たな権利論である「貢献に基づく権利」論の可能性や限界を示したものとして大いに評価でき
ると思われる。 
（5）本論文には上述した点だけでなく、いくつか細かい点で検討が不十分な点や疑問が残る点は
見受けられるものの、上記のような本論文の示した制度変遷についての丹念な分析と、近年主張
されてきた「貢献に基づく権利」による新規性の豊かな分析により高く評価すべき重要な業績と
言える。 
 以上により、本論文を、博士（法学）の学位を授与するに値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
